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   支援の質については、支援活動の中で設定した各コースで、「ノートテイク」では発 
言を１分間に 70 文字以上で要約して記述すること、「パソコンノートテイク」では発  
言を１分間に 120 文字以上で要約して入力すること、また「ビデオの文字おこし」で  
は５分間の映像のナレーションを授業時間内に完了すること、といった数値目標を設  
定してそれを目安にしている。 
   支援の量（支援学生の数）については 30～60 名と学期によって変動があるのが実際
である。支援者確保には、活動室のホームページによるお知らせのほか、学生用の電




























   障害学生の支援者には授業単位を必要とする実習生の他、自発的な無償ボランティ
ア学生、有償ボランティア学生、地域の支援技術をもつサークルの方々がいる。 



































  １）実習による支援範囲の拡大 








    平成 13 年度より整備された障害学生就学支援体制は、活動室での業務内容・量を
考えて教養的教育の支援を中心に行うことが原則であった。その主たる理由は下記
のとおりである。 
   ①すべての障害学生は、学部を問わず入学後まず教養的教育科目を履修するため。 




























    ①自発的にノートテイクをしているボランティア学生には実習を履修してもらう。
ここでいうボランティア学生は障害学生の友人や同級生が主である。 
    ②ボランティア実習の内容および派遣(教養的教育および専門教育)のコーディネ
ートは，ボランティア活動室で行う。情報支援コーディネーターがその役割を
担う。 
    ③ボランティア実習の一環で，専門教育の授業現場にノートテイカーを派遣する
という形をとる。 
    ④休日に行われる集中講義やイベント等、ボランティア学生をノートテイカーと
して派遣できない授業では、外部の要約筆記者に依頼する。 
    ⑤ノートテイカー講習会の講師，授業への要約筆記者の派遣という形で，外部の
要約筆記団体を活用する。 
    ⑥ボランティア活動室が実習生へのノートテイク指導，コーディネート業務を行
うのは，実習の枠組みの中でのみとし，実習に登録しないノートテイカーは対
象外とする。 







   以上の合意のもとに支援を行った。 
 
２）実習の場 





































   ①様々な障害に対する支援活動の概要を理解すること 
    ②基本的な支援技術、支援機器およびパソコンの操作を習得すること 
    ③新しい障害者支援に関する情報を吸収し、これまでとの違いを認識すること 












例えば H14 年度には要約筆記（ノートテイク）講習会を前期４回開催し、後期には 












































  H14 年度に追加された４項目の支援活動は、以下の通りである。 
  ①パソコンノートテイク 
  ②弱視疑似体験キットを使用した図書館での文献検索の補助・介助 
  ③Web アクセシビリティを考慮したホームページ作成 



















 4-2-1 H14 年度実績 
１）授業における情報支援 





































実習生は前期 14 名、後期 17 名がこのコースを選択して練習および支援活動     
を行った。H13 年度の実習経験から、H14 年度前期にはビデオ 15 分間を各一人が  
担当し、その結果、約４時間半で文字おこしが完成した。その後、字幕挿入に約 
13 時間半を費やし、合計で約 18 時間かかった。なお聞こえた声や音はすべて文字  
にするようにし、話者を区別して記述するように指導・助言を行った。また目標 
は学期中に担当したビデオ 15 分間を文字おこしし、字幕挿入を終了させることで 










































































4-2-2 H14 年度の支援状況：対象学生 
平成 14 年度、教養的教育では、A 学部（聴覚障害）1 名、（視覚障害）1 名と、新
たに E 学部（視覚障害）1 名の入学、G 学部（運動機能障害）1 名の編入によって、
４名の支援が必要であり、専門教育では、A 学部（聴覚障害）1 名、 B 学部（視覚
障害）1 名、I 研究科【後期から】（聴覚障害）1 名、E 学部（運動機能障害）1 名の
４名が支援対象であった。 
A学部 2名と I研究科 1名には、実習生を派遣したノートテイクでの支援を行った。
A 学部（聴覚障害）1 名にはビデオの文字おこしによる支援も併せて行った。 
 


























































































4-2-4 H15 年度実績 
１）授業における情報支援 
   以下、支援内容を障害ごとに分け、それぞれの支援に関するコースを紹介する。 
(1)聴覚障害学生への支援 
①ノートテイク実地コース 









  １．１分間に 70 文字書けることを目標とする。 
  ２．ホームページに設けた活動記録を記入できるサイトに、活動状況入力する。 
  ３．月１回の面談および、障害学生の所属学部での出張面談を受ける。 




  前期後期とも０名であった。 




   １．１分間に７０文字書けることを目標にした。 
   ２．文章による読み上げ練習を行う。 
   ３．早く書く工夫について教員のアドバイスを受ける。 
③ビデオ文字おこし・字幕挿入コース 
授業担当教員から授業で使用する教材ビデオを借り、その文字おこしを行った。こ   
のコースの実習生は前期１４名、後期２８名であった。 
   １．ビデオの入手、文字おこしのためのデータ分割などの準備を行った。 
   ２．学生はビデオ５分間を１時間程度で文字おこしすることを目標にした。 
  これにより、７月までにビデオ７本分のシナリオが完成した。 

























   表１ 文字おこし・字幕挿入の流れ    
０週目 教材受け取り、DV へのダビング・確認 
DV から PC へ動画保存   【ボ】【TA】 
１週目 ビデオ視聴、気づき*作成    【実】 
２週目 文字おこし作成             【実】                   
３週目 文字おこし校正(字幕データ作成)【実】 
４週目 文字おこしデータ統合・確認  【TA】 





















後期 17 名の参加があった。 
  (2)視覚障害学生および運動機能障害学生への支援 











































   図書館のコース同様、実習生全員を対象として必ず誰もが１回はこのコースを   
実施した。C 学部に車いすを利用している学生が入学したので、今後、手伝いが必   
要になるという判断から実際に車いすに乗る体験と、押して介助する体験を実施











新たな支援対象は、F 学部（視覚障害）1 名、C 学部（運動機能障害）1 名、 B 学部
（視覚障害）1 名、（聴覚障害）1 名、I 研究科（視覚障害）１名の合計５名である。在
学生には、A 学部（聴覚障害）２名（視覚障害）1 名、I 研究科（聴覚障害）1 名、E
学部（視覚障害）1 名、（運動機能障害）1 名、C 学部（視覚障害）1 名、G 学部（運動
機能障害）1 名の合計８名であった。A 学部 2 名と I 研究科 1 名にノートテイクの支援
を行い、うち 1 名には合わせてビデオの文字おこしの支援も行った。 
 








































































































































   後期のみ開講し４名が参加した。内訳は実習生３名、自発的なボランティア学生１





クでは１分間に 70 文字、パソコンノートテイクでは１分間に 120 文字の目標はこれま
でと変わらない。 
③ ビデオ文字おこし・字幕挿入コース 
   このコースはこの年、もっとも支援のニーズが多かった。A 学部の聴覚障害学生   

























ートのとり方、質問の仕方」（藤田哲也, 朝日新聞社, pp6-12, 2004）という項目があり、
それを実習生へ紹介した。 
②図書館補助・介助コース 













































とできるか、④スイッチを使った支援をイメージできるか等を目標とした。   






4-2-8 H16 年度支援状況：対象学生 
今年度は３名の学生が入学した。新たな支援対象は、C 学部（視覚障害）1 名、D 学部
（聴覚障害）1 名、J 研究科（運動機能障害）1 名の３名である。なお J 研究科（運動
機能障害）1 名は学部より同研究科へ進学した。 
在学生には F 学部（視覚障害）1 名、C 学部（運動機能障害）1 名、（視覚障害）1
名、 B 学部（視覚障害）1 名、（聴覚障害）1 名、（運動機能障害）1 名、A 学部（聴
覚障害）1 名、（視覚障害）1 名、I 研究科（聴覚障害）1 名、（視覚障害）1 名、E 学部
（視覚障害）1 名、G 学部（運動機能障害）1 名の合計１２名がいた。 B 学部と C 学
部視覚障害学生 2 名にはノート作成者を配置し、A 学部聴覚障害学生にはノートテイ
カーの配置とビデオの文字おこしによる支援を行った。 
 




















































 ホームページは実習生が Windows 環境で作成したので、ページにスタイルシートを用い
た場合もあった。それでは、Macintosh 環境で表示に支障があるかもしれないので、機種に




























































































   H14年度から16年度までの３年間の障害学生支援ボランティア実習の質的分析を行
い、その課題について述べた。振り返ってみると、広島大学では全学体制で視覚・聴
覚・運動機能障害のある学生の就学支援を実習の一環として積極的に行い、その中で
教職員は、障害学生の皆さんを支援するばかりではなく、逆に支援されたこと、教え
られたこともあったように思う。そして授業を履修した実習生の皆さんからも貴重な
意見を受け取り、いろんな角度から障害学生就学支援を眺めることの大切さを知った。
また実習では視覚障害学生がビデオの文字おこしの支援活動に参加したり、聴覚障害
学生が点訳活動をしたり、誰もが支援する側、支援される側になることができるのだ。 
この３年間は聴覚障害学生への支援を充実させる必要があり、ノートテイク・パソ
コンノートテイク・ビデオの文字おこしと字幕挿入の支援活動のほか、教育実習時の
ノートテイクのコーディネートに苦労したという記憶がある。今は３年がいかに早く
過ぎ去ったかということを実感しており、実習の質的分析とその課題に今後どう応え
るべきか気になるところである。なお自分がこの授業「障害学生支援ボランティア実
習 A,B」を担当して、視覚・聴覚・運動機能障害という障害ごとに様々な支援技術に触
れることができたこと、また履修した実習生も同様に触れ、情報共有できたことを心
から感謝する。今後、卒業した障害学生、実習生がそれぞれの分野で活躍することを
期待するとともに、この実習をきっかけに様々な人々に普段から手を差し伸べられる
よう、努力を惜しんではならないと思う。 
 
